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１１月２５日は「女性に対する暴力撤廃国際日」です。その前の２週間（１１月１２日

から２５日まで）は「女性に対する暴力をなくす運動」が実施されます。

夫・パートナーからの暴力、性犯罪、ストーカー行為、売買春、人身取引やセクシュア

ル・ハラスメントなど女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男

女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。

アウェアネス・リボン

輪状に折った短い一片のリボンやそのイラストをアウェアネス・リボンといい、服や車

などにつけて使います。リボンはその色によって様々な社会問題への理解や支援のメッセ

ージが込められていてます。例えば、オレンジリボンは児童虐待防止のシンボルです。女

性に対する暴力の根絶は紫色のパープルリボンがシンボルとなっています。

パープル・ライトアップ

内閣府では「女性に対する暴力をなくす運動」期間の初日である１１月１２日に、女性

に対する暴力根絶のシンボルであるパープルリボンにちなんで、東京スカイツリーなどを

紫にライトアップする「パープル・ライトアップ」を実施しています。毎年運動期間中に、

この趣旨に賛同いただいた全国のタワーや商業施設などでも、パープル・ライトアップを

実施していただいています。

パープル・ライトアップには、女性に対するあらゆる暴力の根絶を広く呼び掛けるとと

もに、被害者に対して、「ひとりで悩まず、まずは相談をしてください。」というメッセ

ージが込められています。

DVと児童虐待の関係

DV が起きている家庭では、子どもに対する暴力が同時に行われている場合があります。

子ども自身が直接暴力を受けている場合は当然ですが、子どもの見ている前で夫婦間で暴

力を振るうこと（面前DV）は子どもへの心理的虐待にあたります。また、DV被害を受

けている人は、加害者に対する恐怖心などから、子どもに対する暴力を制止することがで

きなくなる場合があります。DVや児童虐待によって、家族間の信頼関係が崩れていくこ

ともあるのです。

相談することで解決に近づきます

暴力はその対象の性別や加害者と被害者の間柄を問わず、決して許される行為ではあり

ません。被害を受けている人から相談されたり気づいたりした時には、その人を責めたり

話を否定したりせず、「話してくれてありがとう」「あなたは悪くない」と伝えてくださ

い。DVは自分たちだけで解決するのはとても難しい問題です。被害にあっている人は相

談をためらっているかもしれません。被害を受けている人が専門機関に相談できるようそ

の人を支えてください。

児童相談所全国共通ダイヤル １８９ DV相談ナビ ０５７０－０－５５２１０



千葉県男女共同参画センターからのおしらせ

昔話・今話・落語で考える

「笑って楽しく男女共同参画」

落語～モモタローノーリターン～

●日 時
令和元年１２月１日（日）１３：３０～１５：００（受付 １３：００～）

●場 所
酒々井町中央公民館
（印旛郡酒々井町中央台４－１０－１ TEL ０４３－４９６－５３２１）

●内 容
【講師】落語家 大室亭絶好調さん
【プロフィール】小学校を退職後、ライフワークに「落語」を始める。
「五代目三遊亭円馬師匠」に指導を受け、印旛管内各地で口演を続けている。
酒々井で素人芸人集団「五色豆」を立ち上げ、年３回の「酒々井寄席」を開催。
「笑い・ゆとり・人生」をテーマに各地で講演。

●定 員
７０名（申込み多数の場合は抽選）
１１月２２日までに申込み。
※無料託児あり（１歳から就学前まで）。先着３名。

●参 加 費
無料

●申 込 方 法
郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて
ＦＡＸまたはＥメール。電話申込みも可（月曜日除く）。

●お 問 い 合 わ せ
千葉県男女共同参画センター（月曜休、月曜日が祝日の場合は火曜日）
ＴＥＬ ０４３―４２０－８４１１
ＦＡＸ ０４３－４２０－８５８１
Ｅメール kenkyouse@mz.pref.chiba.lg.jp
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